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に
設
け
ま
す
。
迷
い
子
の
と
き
や

ビ
ッ
グ
な
パ
レ
ー
ド

急
病
等
お
間
出
り
の
と
き
は
、
こ
が一

七
夕
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
・
ベ
ー
用
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ン
ト
は
、
仰
と
い
っ
て
も
七

パ
ス
乗
り
湯
の
変
一
受

同
月
五
日
の
ミ
ス
七
夕
・
七
夕
女

王
、
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
で
す
。
今
年
も
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
乗
降

初
参
加
の
女
性
白
バ
イ
「
ホ
ワ
イ
場
所
ζ
選一
ι官
経
絡
が
一
部
変
わ
り

ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
を
先
頭
に
繰
ま
す
。
厚
木
方
関
、
伊
勢
原
方

り
出
す
と
の
パ
レ
ー
ド
は
、
七
夕
菌
、
秦
野
方
面
は
、
乗
降
場
告
別
が

女
王
の
灘
陽
子
さ
ん
と
初
々
し
い
平
日
は
十
二
時
か
ら
最
終
、
上
命

ミ
ス
七
夕
を
加
え
、
よ
り
畿
や
か
日
開
噛
日
は
十
時
か
ら
最
終
ま
で
、

な
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。
ま

N
T
T平
塚
品
開
報
電
話
局
の
前
に

た
、
音
楽
隊
に
日
本
一
の
神
奈
川
変
わ
り
一
ま
す
。

大
学
吹
奏
楽
部
が
お
わ
り
、
十
二

cuF山
室
募
集

閉
山
体
八
百
人
の
大
脅
楽
隊
パ
レ
i

ド
は
、
続
光
客
を
魅
了
す
る
こ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
「
月
見
る
ド
の
出
場
者
を
募
美
し
ま
す
。

よ
り
開
聞
く
よ
り
踊
る
も
の
:
」
希
望
者
は
、
バ
ン
ド
名
、
代
表

と
、
七
夕
制
調
子
も
緩
や
か
に
行
わ
者
、
メ
ン
バ
ー
の
住
所
、
氏
名
、

れ
る
七
夕
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
も
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
(
学

今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
七
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
資
い
物
公
麹
グ
湖
南
ス
タ
i
モ
ル
。
に
ふ
さ
わ
し
い
、
七
夕
ま
つ
市
民
の
参
加
が
場
一
え
、
締
り
の
輪
校
)
と
、
バ
ン
ド
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ー
ル
二
世
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
に
華
を
添
え
る
七
夕
女
王
は
、

N
E
K
吋
チ
ヨ
ツ
ち
り
が
出
現
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
が
さ
ら
に
広
が
る
も
の
と
添
わ
れ
を
一
一
一
苛
晶
子
穏
度
に
ま
と
め
、
摂
奏

す

。

を

録

音

し

た

カ

セ

ク

ト

テ

l
プ
を

ゃ
ん
」
に
出
演
し
て
い
る
松
竹
女
優
の
灘
陽
子
さ
ん
に
決
ま
り
、
記
者
発
表
す
る
な
ど
、
七
夕
の
定
ザ
訪
問
離
を
呼
ぶ
竹
飾
り

同
封
し
、
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員

伝
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
六
月
十
四
日
間
聞
か
れ
二
百
五
十
回
毎
年
諮
騒
を
昭
ん
で
い
る
竹
飾
特
設
ス
テ

j
ジ
を
会
(
商
工
課
内
)
に
竣
苦
し
て
く

人
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
平
塚
市
の
。
顔
。
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
健
康
美
あ
ふ
れ
た
開
明
る
い
お
嬢
り
は
、
マ
ル
秘
の
う
ち
に
製
作
さ
今
年
も
市
民
プ
ラ
ザ
ヰ
削
の
交
差
だ
さ
い
。
審
査
の
う
え
出
場
パ
ン

れ
る
た
め
、
ふ
た
を
開
け
て
み
な
点
内
に
、
一
七
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ド
を
決
定
し
ま
す
。

さ
ん
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
湘
南
の
夏
の
ビ
ッ
グ
J

ベ
ン
ト
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
マ
す
。

け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
パ
ン
ル
ス
テ
ー
ジ
」
を
設
け
、
車
し
1

主
主
タ
ま
つ
り
は
、
毒
竹
や
丸
太
の
主
張

3
7
7
9丸
太
の
や
ぐ
ら
が
紹
ま
れ
ま
ダ
の
ト
ン
ト
ン
や
…
ァ
レ
ピ
で
お
な
管
室
計
画
し
て
い
ま
す
。
し
警
臨
時
コ
ン
ク
ー
ル

道
一
本
透
り
が
買
い
物
公
司
閣
に
生
ま
討
の
溝
が
設
け
ら
れ
、
す
ぐ
飾
り
す
。
そ
こ
で
、
美
観
を
損
な
わ
な
じ
み
の
マ
ン
実
お
と
ぎ
の
霞
な
案
内
務
は
五
か
有
マ
規
格
①
カ
ラ
1
Z桑
キ
ャ
ど

れ
変
わ
っ
て
初
め
て
の
七
夕
ま
つ
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
い
よ
う
、
丸
太
に
布
を
巻
き
、
き
ど
が
予
認
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
今
ー
ネ
以
上
②
ス
ラ
イ
ド
お
ミ
リ
以
上

り
で
す
。
ま
す
が
、
日
本
一
の
ジ
ャ
ン
ボ
竹
れ
い
に
什
上
げ
る
そ
う
で
す
。
年
は
仕
掛
け
物
の
夜
一
景
が
重
視
さ
市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
の
た
マ
締
め
切
り

8
月
初
日
(
木
)

ア
ー
ケ
ー
ド
に
は
、
竹
節
り
を
飾
り
は
、
重
さ
が
一
ト
ン
以
上
も
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
し
い
寅
れ
て
お
り
、
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
が
め
に
、
釈
北
口
、
駅
西
口
、
駅
南
マ
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
県
下

取
り
付
け
る
フ
ッ
ク
、
歩
道
に
は
あ
る
た
め
、
今
年
も
主
柱
を
支
え
い
物
公
園
。
潜
南
ス
タ
!
モ
l

碍
現
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
口
、
富
士
銀
笠
間
、
市
良
ア
ラ
ザ
カ
メ
ラ
時
間
協
同
組
ム
ロ
加
援
活

七
夕
の
女
王
は
、
松
竹
女
優
の

灘
陽
子
さ
ん
。
五
十
八
年
度
の
ミ

ス
映
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
ミ
ス
松
竹

に
入
選
。
出
演
作
品
は
、
「
男
は

つ
ら
い
よ
口
箭
を
吹
く
寅
次
郎
」

「
ね
ず
み
小
僧
怪
経
伝
」
の
ほ
か

テ
レ
ビ
「
探
偵
神
薄
恭
介
の
殺
人

按
理
」
「
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
」
な
ど

に
出
演
。

C
M
M
を
含
め
、
師
幅
広
い

女
優
コ
活
動
を
し
て
い
る
ホ
1
ブ。

宵7}ヲ 3，ヨ (重量)

12 00 全日本韓踊連合会全国大会 市民センタ

ゲスト出演 三船和子入場券は 6汚 24日から市役所

市民総談室でjl1ji3;布する。

13: 00 木遣りまといパレード(古式消防保存会) 中心街

14: 30 ミス七夕披露霊パレ ド、 j川崎市消防局音楽隊、スアジ

オベコ 中心街

15: 30 市内小学校音楽隊パレード〈紫蕎小、勝隊一小、港ノj、)

16: 00 市内定予選少年少女子パレード{空手進協会) 中心街

背 7汚 4El (こと)

10 : 30 ミス七夕・七夕の寒 中心 街パ レド 中心街

12♂3Dミス七夕市中訪問パレード 周辺地域

13: 00 文化連額公横 (J吏謡、民舞、吟詠) 中央公民館

18: 30 七夕まつりト羽タ散の祭典 市農セン5'-

出揮者早見優、新沼謙治、調井法子、瀬川瑛子

入場#申し込み往復はがきに住所、氏名を記入のう

え「千加横浜市商区老松町19 ラジオ日本トヨ女歌の

祭典係」へ。締め切りは 6月23日。多い場合は抽選で

1400人を招待。

世 7J'l 5 Eヨ(臼)

11:00 Eヨ藤ファミリー劇場「ひらけfポンキッキショ j 

[，あんみつ綬ショーJ2 @ls午後 2時市渓センター

入場券は 6月四日から市役所市民相談室で配布する。

工3:00 郷土主主能〔人形芝居・はやし〕 中先公民主富

13: 30 ミス七夕・七三?の女三E事務楽隊パレード 中心街

参加盟体県警音楽障 とカラ ガード離、横浜市消防

局音葉隊、日産車体バトントワラ ズ、 B産車体ベイ

シルバー、明るい社会づくり運動平車協議会、平塚バ

トンクラブ、ヨコハマ UFOトールフラッグチ…ム、

サンマーチングスク ル、事野少女ラッパ鼓障、寒!Ii

水仙パンド鼓笛障、 PLMBA平壇バトンチーム、日

本ボーイスカウト神奈川連盟平嘩第11図、神奈川大学

吹葬楽部

骨 7J'l 6 Eヨ〈汚〉

11 : 30 七夕おどり総おどりパレード(集合市民プラザ前)

曲臼一神奈川おどり、七夕おどり 中心街

15: 30 七夕おどりパレード(県内各纏面体) 中心街

宵七タフェスティパルステージ 術渓プラザ約

野外特設韓台において、各種イベントを梼催。パンドコンテ

スト、タップと歌、ジャズダンス、原宿ブレイクダンス、ロ

ックコンガ」ト、エアロピクス、アームレスリング大会等

iitH!日i;ii品 野ijjj臨時
計izii花見守522i響凶襲撃弾事124-起訴

;i;;if;!;ii!iiiiji j!i!i i!i:j!iil;!i 
電i宅1i1ii!?i1iiii訪日11ifii1iii!;iii
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一
地
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説
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の
…
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改
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に
伴
い
一
建
設
株
式
会
社
一

一
国
民
健
展
保
険
税
の
課
税
綬
度
目
相
一
マ
競
輪
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
客
瀦
一

統
一
罪
選
挙
後
初
の
書
市
議
会
が
五
月
十
九
日
開
か
れ
た
ま
夫
妻
、
暴
菜
、
室
長
氏
一
を
、
専
の
一
ニ
ア
七
万
円
か
ら
一
二
り
上
家
増
改
築
工
事
(
建
築
)
一

任
委
員
会
等
の
役
員
人
事
が
行
わ
れ
議
長
年
喜
夫
氏
、
都
議
長
に
土
震
久
氏
が
選
出
さ
れ
喜
一
十
九
百
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
一
一
億
一
一
男
円
株
式
会
社
重
一

鴻

i

一

に

、

六

十

一

一

年

度

分

の

軽

減

基

準

一

建

設

一

た

る

ま

ぺ

議

員

早

か

ら

選

応

さ

れ

る

監

査

言

語

前

回

晃

氏

が

選

淫

さ

れ

た

。

続

い

て

市

長

朝

間

一

返

る

住

民

税

義

援

額

三

一

か

ら

「

工

事

講

負

奨

約

の

締

結

」

な

ど

九

議

案

を

提

出

、

審

議

の

結

果

、

原

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

た

。

教

は

…

二

十

八

万

円

に

改

正

し

た

。

一

一

液

氏

↑

組

成

一

{

工

事

誇

負

契

約

の

締

結

}

一

農

業

委

員

会

一

喜

一

憲

一

予

(

墨

絵

が

九

千

万

円

安

越

え

一

委

員

の

選

挙

一

酒

ゴ

一

銭

一

る

た

め

、

条

例

の

定

め

る

と

こ

ろ

一

一

Bm戸
以
と
の
場
合
は
管
理
人
室
一
裕
一
一
明
容
の
養
育
の
状
況
な
ど
を
毎
年

間

生

諒

一

に

よ

り

警

の

議

決

を

求

め

た

も

一

農

業

委

員

会

委

員

の

任

事

一

を

設

置

す

る

。

一

な

2善

意

濯

一

葉

す

る

た

め

の

罪

で

あ

る

。

一

一

の

。

一

(

七

月

三

↓

R
)
に
伴
う
一
般
選
一
'
l
伍
戸
の
専
有
面
積
は
民
平
方
一
い
主
を
経
由
し
て
通
知
さ
れ
た
市
…
す
で
に
用
紙
は
送
付
し
て
あ
る

掻
氏
一
議
会
運
営
安
員
会
}
一
マ
富
土
克
小
学
校
校
長
官
新
改
築
工
一
挙
が
、
七
月
十
一
一
沼
(
日
)
に
全
一
げ
以
上
と
す
る
。
一
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
京
、
こ
の
屈
け
を
出
さ
な
い
と

嘉

一

マ

委

員

長

閉

幕
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三

事

(

章

一
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億

三

万

円

e

一
関
統
一
で
実
施
さ
れ
る
。
一
。
ゴ
ミ
重
量
刻
と
し
て
敷
地
一
警
億
人
納
税
の
方
は
、
喜
送
一
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
六
月
分
以

」

ラ

ブ

)

一

義

急

神

奈

川

建

設

共

河

企

業

体

一
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塚
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一
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一
付
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れ
た
市
県
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草
喜
一
後
の
支
払
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る
こ
と
が
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一
マ
副
委
員
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神
谷
隆
(
社
会
一
マ
簿
記
小
学
校
屋
内
運
動
場
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駅
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一
委
員
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妻
芸
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執
者
一
・
駐
車
場
、
駐
輪
場
は
戸
数
及
び
…
(
普
通
徴
収
)
の
市
民
税
務
得
割
…
き
な
く
な
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
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党
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革
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一
築
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一
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塚
市
選
挙
一
地
域
性
に
応
じ
た
ム
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欄
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見
て
い
た
だ
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6
月
初
日
…
昭
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六
十
一
年
度
の
児
章
手

ー
l

i
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-

1

1ー
l
i
l
i
-
-
-
i
j
i
l
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一
保
に
必
要
な
撞
患
を
と
る
。
一
(
主
ま
で
に
通
歯
し
て
い
る
幼
一
手
特
例
給
付
の
新
規
申
請
を
五

。
白
一

:

i

j

二

管

理

体

制

〕

一

稚

殴

で

申

請

を

。

一

月

か

ら

受

け

付

け

て

い

る

。

所

得

事

騒

動

場

鶴

岡

議

譲

事

長

一

ゐ

一

円

以

上

に

は

重

人

を

置

一

な

お

、

l
i現

在

併

亘

書

言

に

な

っ

た

方

で

高

官
ム
メ
民
淳
一
ノ
議
議
〕
品
議
選
、
真
吋
ペ
ー
ヌ
一
通
事
一
旬

J
t

一
く
。
一
村
に
居
住
し
て
い
た
方
は
、
そ
の
一
得
限
度
額
等
が
変
わ
る
の
で
、
お

一
元
一
実
満
の
場
合
は
適
正
な
対
一
市
町
村
で
発
行
し
た
通
知
義
露
五
ね
を
。

ワ

ン

j
N
I
i
ム

マ

ン

シ

ョ

ン

…

訪

れ

れ

日

目

前

九

γ
一
訪
日
1
二
曇
教
育
委
員

A
j
h
J問
問
仁
昨
日
ゴ
リ

ト

静

セ

懇

書

幾

)

議

喜

一

一

・

入

居

者

に

対

し

管

理

譲

別

等

を

一

ま

だ

昭

和

白

年

中

の

書

官

官

…

以

降

に

出

生

し

た

児

童

を

含

む

十

議

襲

欝

融

緩

鞠

グ

欝

嘉

一

の

住

著

書

)

一

定

め

、

近

隣

接

に

対

し

迷

惑

を

一

申

告

し

て

い

な

い

言

、

必

ず

申

一

八

歳

未

満

の

児

童

を

二

人

以

上

養

臨
鶏
議
長
警
鐘
輔
融
機
吋
~
襲
撃
一
マ
建
築
士
占
、
所
有
者
、
管
理
者
の
一
及
ぼ
す
行
為
を
さ
せ
な
い
。
一
告
し
て
か
ら
調
書
を
提
出
し
て
い
言
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
昭
霊

J
三

鞠

鞠

~

勺

~

~

一

一

撃

三

尊

重

一

問

い

合

わ

せ

は

、

開

発

指

導

謀

一

た

だ

き

た

い

。

一

十

一

一

一

年

四

月

二

日

以

降

に

出

生

し

J

パ

鱗

Y
S苧
鱒

(h一
警

二

建

築

重

量

〕

一

建

築

震

(

内

線

西

三

二

)

へ

。

一

マ

問

い

合

わ

せ

2義

喜

一

主

著

書

十

八

言

の

児

議
題

-K麟

韓

鱗

仁

川

咲

一

離

れ

一

l
1
1
1
1
1
l
l
l
;
j
i
-
-

一
係
(
内
線
五
一
一
一
一
一
)
一
奪
三
人
以
上
書
し
て
い
る
方

穐

韓

輔

~

十

~

九

一

一

ト

影

響

一

易

量

口

、

号

。

議

龍

一

|

|

一

に

支

給

(

前

年

の

暴

露

ー

、

韓

~

川

~

九

一

叫

汗

麟

関

山

一

P
W
A
V
4

事
長
色
軍
事
U
み

で

予

一

寸

先

輩

子

当

現

J

元
引
い
A
E
W条

件
)

、

警

鶴

字

額

二

輪

饗

一

V

欝

峨

明

日

一

該

当

す

る

方

は

申

請

を

一

γ況
一
屈
と
室
約
二
現
量
、
新
規
申
誇
に
つ
い
て

を

養

護

J
t

綴

J

M

錨
輔

Y己
最

一

一

一

の

問

い

合

わ

せ

は

、

児

童

課

児

蚕

近
年
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
一
今
後
、
建
築
主
等
が
建
繁
計
画
一
幼
稚
醤
に
在
歯
し
て
い
る
問
、
一
に
出
生
)
を
持
つ
保
護
者
…

0
兎
嚢
手
当
・
特
例
給
付
現
況
綴
一
係
(
内
線
一
一
六
)
へ
。

の
量
一
か
急
増
し
、
近
隣
住
民
と
一
の
基
準
や
住
民
と
の
約
束
を
守
ら
一
五
歳
児
が
い
る
幕
の
う
ち
、
婆
一
マ
要
件
①
私
立
幼
蓄
に
道
一
閤
一
を
忘
れ
ず
に
一

一

一

一

一

一

お

わ

び

の
照
で
管
理
上
の
問
題
や
住
潔
境
一
な
か
っ
た
り
、
入
居
者
が
管
理
規
一
件
に
該
当
す
る
投
帯
は
保
資
料
が
一
し
て
い
る
場
合
は
、
生
活
侭
護
世
一
児
素
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
一

へ
の
影
響
を
要
因
と
す
る
建
築
紛
一
郎
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
市
が
指
一
減
免
さ
れ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
一
帯
お
よ
び
昭
和
位
年
度
市
民
税
所
一
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
六
月
一
一
五
月
号
で
新
し
く
選
ば
れ
た
市

争
が
増
加
し
て
い
る
が
、
市
で
は
、
一
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
主
な
一
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
得
劉
課
税
額
が
十
万
六
千
円
以
下
一
密
か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞
に
、
受
一
議
会
議
官
同
一
一
一
十
六
人
を
絡
介
し
ま

こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
一
内
容
は
次
の
と
お
り
。
一
マ
対
象

6
月
1
日
夜
夜
市
内
に
一
の
世
帯
金
更
斗
幼
稚
嵐
に
通
麗
一
給
者
現
況
腐
を
提
出
す
る
こ
と
に
一
し
た
が
、
長
塚
洋
三
氏
の
住
所
が

必
雲
市
ワ
ン
ル
ー
ム
形
式
建
築
一
マ
ワ
ン
ル
1
ム
形
式
建
築
制

1
一
住
所
が
あ
り
、
か
つ
幼
稚
麹
に
通
一
し
て
い
る
場
合
は
、
生
活
保
護
世
一
な
っ
て
い
る
。
一
間
違
っ
て
い
ま
し
た
3

お
わ
び
し

物
指
導
基
準
。
を
定
め
、
六
月
二
区
幽
の
専
一
有
面
穣
が
鈎
平
方

M
米
一
圏
し
て
い
る
幼
児
(
昭
和
回
年
4
一
帯
お
よ
び
昭
和
む
年
度
市
民
税
務
一
こ
の
現
計
局
以
、
受
給
者
笠
間
一
訂
正
し
ま
す
。

日
か
ら
施
コ
J

付
し
て
い
る
。
(
腐
舗
等
務
佳
一
用
以
外
一
月
2
日
か
ら
日
年
4
R
1
日
ま
で
一
得
割
課
税
額
が
五
千
円
以
下
り
位
六
月
一
臼
一
副
長
塚
洋
一
二
氏
花
水
台
鈍

1
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総務経済常

Ij¥*本長治(民社

穂坂光俊(公明党)

田元 香〈日本共産党)

大獄樟子(揮所属)

ーと原孝生(市政クラブ)

高橋善寧(社会党・革新)

加藤室宏(新風クラブ)

高橋 盛 司 ( 新 風 ク ラ ブ )

'H本誠 (市政

委員会

|委 員 長

副委員長

委員

ノノ

ノノ

Jノ

ノノ

ノJ

jノ

{
議
官
民
}
以
τ
敬
祢
格

明
片
告
答
m
夫
(
市
政
ク
ラ
ブ
)

{
蹴
議
官
究
}

・
土
屋
照
久
(
社
会
党
綱
革
新
)

{
各
常
任
受
話
会
}

左
表
の
と
お
り

都市建設常任委員会

相原捨治〈新風クラブ)

童話 成 雄 ( 市政クラブ)

三上 工E (日本共産党)

古家安正(市政クラフ)

関崎f予和男(社会党・革新〕

水野恭助(民社党)

柳川 藤一(社会党隔革新)

奥山晴治(公明党)
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委員会| 教務民生常任委員会

委員長|山口幸男(新風クラブ)

副 委 員 長|長塚洋三(民 社 党〕
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(市政クラブ)

(市政クラブ)

(社会党・革新)

( 公 明 党 )

〈新風クラブ〉

警
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
}

月
1
金
曜
臼
、

9
時
S
M
時

。
端
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
。

月
，
、
土
曜
日
、

9
時
1
M時
加
分

福

祉

念

館

お

i
一一一一一一一一一一一

ハY
心
一
献
ご
と
相
一
議
毎
週
日
月
曜
日
、
日
時
5
H時

。
母
手
相
談
毎
逓
R
3金
曜
段
、

9
時
5
珂
時

。
寧
議
兇
議
相
談
龍
遡
可
月
1
金
曙
日
、

9
時

s
m時

。
高
齢
者
職
難
措
談
毎
遇
月
1
金
曜
日
、

9
時
四
分
ー
ら
日
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

。
掃
人
相
銭
毎
月
第
3
求
曜
日
、
四
時
1
日時

。
老
人
相
談
聾
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
四
時
C
3

日時



「

湘

南

平

の

ト

イ

レ

が

汚

い

が

⑧

務

長

へ

の

手

紙

観

光

地

な

の

で

水

洗

化

に

で

き

な

市

長

へ

の

手

紙

は

、

市

の

純

一

一

日

一

表

い

か

)

「

犬

の

ふ

ん

を

道

路

に

捨

箱

(

公

民

館

、

弱

者

一

目

館

、

博

物

館

、

一

夜

て

な

い

よ

う

看

板

主

な

ど

市

摺

一

容

プ

ラ

ザ

、

震

病

院

な

ど

)

一

日

民

か

ら

年

間

九

百

仕

ぐ

ら

い

急

究

会

や

自

治

会

長

宅

に

霞

い

て

あ

る

。

一

寸

や

要

望

が

出

て

い

る

。

羽

切

手

を

ほ

ら

ず

に

そ

の

ま

ま

お

出

一

叶

広

報

謀

で

は

、

と

の

よ

う

な

市

似

し

を

。

一

作

尽

の

皆

さ

ん

の

ご

窓

見

や

苦

情

、

ト

⑧

市

政

へ

の

髪

一

出

コ

i
ナ
i

一
や

警

な

ど

を

お

跨

き

す

る

た

め

、

箆

祭

り

や

催

し

物

な

ど

、

不

特

定

一

部

い

る

。

こ

の

中

に

は

、

多

数

の

一

予

東

2
階
(
本
一
堂
へ
霊
八
百
円
に
改
乏
し
た
。
ま
た
、
最

市
長
へ
の
手
紙
、
長
パ
ト
ロ
1

市

裏

の

人

が

集

ま

り

ゃ

す

い

場

所

一

一

警

必

要

と

す

る

も

の

や

長

期

計

一

ー

!
i
i
i

一
一
議
度
額
は
一
一
一
十
七
高
か
ら
…
一
一

ル

、

ア

イ

デ

ア

ボ

ッ

ク

ス

、

市

政

へ

出

か

け

て

、

ご

窓

克

や

婆

望

を

一

一

滋

を

必

要

と

す

る

も

の

な

ど

も

あ

一

エ

九

万

汚

に

引

き

ょ

げ

、

資

産

額

へ

の

提

言

コ

ー

ナ

ー

な

ど

の

長

一

お

開

聞

き

す

る

。

一

し

ず

一

り

、

喜

が

か

か

る

場

合

も

あ

一

六

月

は

保

険

裕

一

語

会

一

一

十

語

え

緩

い

て

い

活
動
を
続
け
て
い
る
ο

一
〔
広
需
品
i
ん
の
門
口
髭
ヤ
7

耳
目
(
さ
詩
1
話
一
警
警
一
一
タ
i

一
こ
の
ほ
か
、
一
般
の
投
書
や
陳
一
も
の
」
等
に
区
別
し
て
回
答
し
て
一
る
。
一
第
二
期
分
帥
料
館
一
る
。

;
今
年
も
、
各
地
或
へ
出
向
い
て
亨

8
2日
(
水
)
語
1
U持
一

金

自

公

民

館

一

市

と

市

民

の

パ

イ

，

F
A
Eし
て
一
情
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。
一

l
i
l
l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

一

一

な

お

、

震

健

康

保

険

誌

の

一

五
重
書
簡
き
し
よ
う
と
、
長
一
七
山
容
量
話
主
持
土
一
震
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
量
一
五
十
人
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
一

T

A

一

一

六

号

、

国

民

健

康

保

険

量

一

部

改

正

に

よ

Q
災
害
な
ど
の
特

ヰ

パ

ト

ロ

ー

ル

の

長

が

次

の

と

お

一

愚

公

民

館

言

、

長

パ

ト

ロ

ー

ル

の

ほ

か

一

し

て

い

る

o
Eモ
ニ

タ

も

受

一

市

長

カ

爵

接

晃

一

住

陣

内

実

態

調

査

を

一

一

期

分

の

納

期

と

な

っ

て

い

る

。

一

別

な

警

が

な

く

保

護

を

滞

納

之

り

決

ま

っ

た

。

一

マ

7
月
1
臼

(

水

)

弘

時

丸

山

互

に

、

次

の

よ

主

裂

が

あ

る

の

一

存

宮

の

で

、

委

譲

か

あ

れ

ば

一

て

お

答

え

す

る

一

千

一

同

国

民

健

康

保

険

は

、

皆

さ

ん

が

一

し

て

い

る

世

帯

に

は

、

更

新

時

(

昭

ケ
融
市
民
の
皆
さ
ん
、
お
近
く
の
会
一
泡
公
民
館
、
ぬ
時
1
れ

時

同

地

北

一

で

ご

利

局

を

。

一

申

し

出

を

。

一

一

市

で

は

、

昭

和

六

十

二

年

平

塚

一

基

礎

等

給

と

す

る

も

の

で

、

住

戻

一

納

め

る

保

険

税

と

、

関

e
県
か
ら
一
知
六
ふ
二
年
十
月
一
日
)
に
新
保

護

l
;
l
i
l
;
|

一
⑧
ア
イ
デ
ア
ボ
ツ
ク
ス
一
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
一
市
住
民
実
態
雲
を
霊
す
る
。
一
基
本
ム
署
長
室
に
持
出
し
一
の
支
出
実
習
一
撃
嘉
吉
一
撃
を
お
渡
し
で
き
な
い
場
合
が

築

咽

春

の

ま

ち

く

る

み

火

事

室

一

十

巾

民

の

皆

さ

ん

の

要

望

を

お

間

一

た

ご

費

や

霊

は

、

市

長

が

直

一

こ

の

調

書

、

市

民

の

皆

さ

ん

三

六

月

下

旬

に

総

書

討

を

送

付

一

の

繰

入

金

に

よ

っ

て

運

耳

賞

さ

れ

て

一

あ

る

の

?

じ

一

注

意

莞

醐

咽

る

月

三

十

一

日

、

市

内

一

斉

に

行

わ

一

き

す

る

た

め

、

市

役

所

市

民

ホ

l
一

震

で

担

当

課

と

相

談

し

、

「

で

一

の

考

え

方

や

霊

童

害

、

今

一

言

。

暴

力

を

む

一

い

る

。

一

問

い

合

わ

せ

は

、

保

険

年

義

れ
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
一
ル
に
ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
を
設
鷲
一
ぎ
る
も
の
」
~
参
考
意
見
と
し
て
一
後
の
作
成
を
進
め
て
い
く
た
め
の
一
守
主
な
議
査
頃
巨
平
塚
駅
渇
辺
一
し
か
し
、

ζ
こ
数
年
本
市
の
医
一

フ
ェ
ア
設
を
清
掃
、
一
万
五
千
人
が
参
加
一
ロ
ロ

:
η
e
H
e
e
j
a

日

日

日

ロ

パ

l

n

u

:

。
:
一
霞
崎
川
閣
の
痘
転
車
対
策
、
ゴ
ミ
の
一
療
費
は
増
加
の
府
間
一
向
に
あ
り
、
ゃ
一

点
争
品
。
「
軒
目
片
山
崎
一
謬
ず
議
穆
麟

7
4議
語
川
町
一
一
ハ
川
均
一
服
群
生
混
雑
排
水
、

j
目
立
時
ト
持
守
一

》

護

、

私

へ

ヱ

ア

」

が

問

問

か

れ

、

大

勢

の

市

民

一

③

霊

式

一

マ

加

調

査

対

象

住

民

基

本

台

帳

に

一

均

等

部

一

万

五

百

六

十

円

か

ら

一

緩
家
時
誠
一
樹
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
た
。
一
ご
み
の
ク
イ
ズ
。
あ
な
た
は
八

3
ご
み
処
理
費
用
は
、
一
世
帯
当
④
ス
ー
パ
ー
パ
ジ
ク
一
驚
載
し
て
い
る
鉛
歳
以
よ
の
男
女
一
万
一
千
四
十
日
丹
に
、
平
等
割
一
万

;
J
f
i

出
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ヱ
ア
で
一
番
人
一
塁
語
審
む
き
る
か
な
。
た
り
一
年
間
い
く
ら
で
し
ょ
う
③
ダ
ン
ボ
ー
ル
籍
一
約
四
千
五
白
人
一
一
千
七
百
六
十
丹
か
ら
一
万
一
手

一
ア
措
気
の
あ
っ
た
の
が
、
義
援
ぎ
こ
の
問
題
は
、
ご
み
の
分
別
収
①
約
二
万
二
千
円

5
資
源
ご
み
は
、
六
十
亙
喜
一
マ
警
警

7
月

1
1ホ
)

一喝

ja
ィ
ぶ
れ
た
ご
み
の
中
か
ら
選
び
出
し
た
一
集
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
②
約
二
万
七
千
円
何
ト
ン
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
で
し
一
な
お
、
議
査
察
は
7
月
7
5

一
ュ
線
別
「
こ
ん
な
も
の
市
」
と
「
市
本
コ
一
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
③
約
一
一
一
万
二
千
円
ょ
う
。
(
火
)
ま
で
に
、
総
務
謀
統
許
調

一
一
~
一

JOlt。
一

一

日

わ

れ

た

も

の

。

家

族

で

や

っ

て

弘

量

豊

欝

言

語

五

平

ト

ン

棄

(

内

線

一

一

一

四

九

戸

、

喜

一

一

伊

叩

こ

ん

な

も

の

市

に

は

、

章

二

み

で

は

二

回

答

は

ベ

ム

露

首

バ

]

覇

者

七

千

ト

ン

の

送

信

雲

筒

で

、

ご

返

送

を

。

動

ッ

ト

や

テ

ー

ブ

ル

、

た

ん

す

、

本

一

わ

り

に

掲

載

)

鞠

識

d

緩
稼
畿
媛
緩
③
約
九
千
ト
ン

ほ
棟
、
洗
濯
機
、
あ
ん
ま
機
、
一
…
憲
一

1
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
…
醐
纏

F
!脚
欝

7
裏
ご
み
の
自
治
会
へ

よ
機
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
湿
な
ど
日
常
一
年
聞
に
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か
醐
轟
緩
議
鍛
金
は
、

1
キロ
M
ラ
い
く
ら
で

ル
い
い
生
活
品
八
十
七
点
。
平
均
俗
一
一
格
一
る
と
患
い
ま
す
か
o

d

g

書

事

弘

緩

①

五

円

約
二
、
一
一
一
千
円
と
い
う
超
安
値
の
た
一
①
約
十
五
億
内

4
ご
み
収
集
車
は
、
一
日
何
台
走
②
八
円

球

め

か

希

望

者

が

殺

到

、

抽

選

で

希

一

。

必

寸

七

億

円

っ

て

い

る

で

し

ょ

う

。

③

十

月

b
m
望
者
に
引
き
取
ら
れ
た
。
売
り
よ
一
③
約
二
寸
億
円
①
一
一
一
十
五
台

8
自
治
会
に
支
払
わ
れ
た

間
げ
金
は
十
三
万
八
百
二
r
T
月
ま
一

2
一

年

間

一

世

帯

匂

与

の

量

は

②

空

合

一

年

間

い

く

ら

で

し

ょ

う

什
た
、
吉
本
市
は
、
一
一
昨
二
十
円
一
①
約
四
立
方
れ
(
容
器
組
側
分
)
③
也
斗
五
台
①
約
七
千
万
円

で
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
八
万
六
千
(
容
器
印
偲
分
)

5
ご
み
袋
の
中
で
使
っ
て
は
い
け
⑦
約
八
千
万
円

五

百

四

十

円

に

も

な

っ

た

。

(

容

器

日

間

個

分

)

な

い

も

の

を

一

つ

選

ぶ

①

約

一

億

円

き吾

6月 248(7}-:.) 

7 j乙~ 1 E-l (ノ'k)

7月 15日(ノJ叫
7月22日(イ叫

'1 A29日 (7]に)

8月 11日(火)

8月四日(水)

J~26日(水)

9月 28()'J() 

9月訪れ(水)

9 Fl24f3 (ホ二)

9月 30日〔イ吋

10月 13臼〔火)i 
10月 218(ホ)I崇善公民館

第 43

城島公民野I

f安門::í~とB.\書官

南L子、公民館

太野公民館

なでしこ会館

書留利62年 6f司令 5臼(3) 

今
年
一
月
、
平
塚
市
で
製
作
し

も
た
平
塚
市
文
化
婦
の
紹
介
「
は
る

コ
か
な
る
伝
一
世
間
」
を
T
V
Kで
放
映

制
し
た
が
、
六
月
一
一
卜
日
再
放
送
さ

も
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ぜ
ひ
、

ヲ
②
ご
覧
長
。

内
容
は
、
下
古
沢
の
人
々
が
、

吋
不
動
明
王
立
像
」
を
大
切
に
レ

て
い
る
ん
卒
、
郷
土
芸
能
「
相
場
慣

人
形
芝
居
」
を
守
り
綿
附
け
る
前
鳥

連
の
人
々
な
ど
、
文
化
財
を
守
る

人
々
を
遇
し
て
、
文
作
、
お
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

門

v
放
映
臼

6
R
m
B
(土
)
午

後
5
時
品
分
1
6時
(
十
五
分
間
)

マ
放
送
潟

T
V
K
(テ
レ
ピ
神

奈
川

U
廷

F)

る

議持磯良の募集
く〉毒草書部数布作業員 ， ・・..........ー…・4名
・開閉 7月 15臼から 9月 14臼まで(土 .6

主とアごし、
-賃金

。清掃作業主主 .....・M ・...........・s・20名車望書室
・期間 7月 8 6から 8月 31日まで。ただ

ぎ 7f'l21E! (火)
午喜吉の諮問時-11時30分

午後の部1時30分 -3時

ところ 中央公民館ホール
。議題 ①お母さん大好意 Gi影絵教室 ③蕗の下

の神様

。遅刻f習 影絵劇団かしの樹

。対象小学生とその親

く〉入場曲込み往復はがきに、午前または午後の

部、参加持望者数(大人枚、子供枚)と住

所 、 氏 名 を 記 入 し て f守 254平塚市i畳分 1-~.-20 

中央公民館j へ7月 18までに申し込みを。多い

ときは抽選。

住民異動屈は、選準、就学、留民年金、隠民憧撰保

険、予防護靖、印鑑証明などのもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14日以内に属汀出を

してください。

層け出。こは、そり;方の氏名、住所、異動 νた年月

日、従前の生所事がわかるようにし、本人または世帯

主帯が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当の理田市なく届け出を

おこたった場合は過料が科せられる場合がありますロ

※担当 市民課市民異動部〈電話23---1111内線234)

6 
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フ
ェ
ス
テ
f
パ
ル
の
催
し
物
の
五
喜
な
い
よ
う
に
す
る
。
一
室
乗
り
遣
の

n
E
E
さ

つ

一

品

一

一

仲

間

災

警

識

か

る

こ

と

が

あ

コ

一
つ
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏
の
一
マ
締
め
切
り

8
月
幻
什
-
ふ
。
を
発
必
し
て
い
る
の
一
マ
問
い
台
わ
せ
先
一
平
塚
町
駅
旅
行
一
一

1

1

r

マ
す
ば
や
く
、
火
の
始
末

出
場
者
を
霊
し
て
い
る

0

3

一

サ

i
ク

ル

コ

!

ナ

j

)

詰
円
6
品
三
日
)
ま
セ
ン
タ
i
(
室
お
い
ハ
一
一
心
)
一
一
戸
〈
一
U
火
災
が
発
生
し
な
け
れ
ば
、

マ
資
格
市
内
の
高
校
長

J
一

!

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

一

Jl¥許ソ

J

地
震
に
よ
る
被
害
そ
れ
ほ
ど

ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
i
フ

一

自

分

た

ち

の

サ

ー

ク

ル

を

、

医

パ

ハ

t

h

f

L

t

k

き
く
な
ら
な
い
。

マ
霊
グ
ル
ー
プ

2
バ
ン
ド
一
ぶ
で
P
R
す

る

場

を

提

供

す

る

。

一

事

い

す

の

五

を

揺

待

T
d
y

地
誕
の
と
き
は
、
三
木

マ
締
め
切
り

8
月刊
μ

日

二

〉

資

仲

間

市

丙

の

青

年

団

体

ま

た

一

一

一

i
1
1

せ
/
H

の
レ
八
戸
を
張
り
上
け
一
心

掛
出
演
グ
ル
ー
プ
は
、
実
行
委
員
一
は
グ
ル
ー
プ
。
一
平
塚
球
場
で
は
、
車
い
す
を
使
一
学
で
車
い
す
を
ふ
浴
し
て
い
る
ガ
一
ぷ
こ
と
が
、
日
〉
自
身
を
冷
静
に
一

等
審
査
し
、
決
定
す
る
。
…
マ
締
め
切
り

8
月

号

一

閉

し

て

い

る

五

言

語

警

に

一

言

論

夜

見

守

(

木

二

一

地

譲

ず

し

、

主

隣

り

近

所

へ

の

ぎ

一

機
一
緩
ん
協
の
哲
章
一
月
一
睡
申
し
込
み
先
平
塚
市
背
中
斥
害
す
る

η

希
望
み
寸
れ
る
さ
、
一
昨
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
町
、
一
…
か
な
り
強
い
地
震
て
も
、
大
掛
け
に
も
な
る
。

謀
内
青
年
フ
エ
ス
テ
f
パ
ル
支
行
一
お
申
し
込
み
を
の
一
氏
名
(
市
外
び
万
は
勤
務
先
ま
た
一
き
な
括
れ
は
一
分
間
如
何
度
で
お
マ
殺
や
繁
際
へ
巡
ぽ
り
る

J

線
五
一
な
お
、
中
川
イ
一
件
仁
川
M

ト
心
五
、
特
一
は
学
校
名
)
、
湾
凶
器
号
、
観
戦
一
い
さ
ま
る
が
、
そ
の
と
き
に
、
よ
風
け
お
や
ト
f
ν
昨
日
約
や
市

別
に
ん
パ
前
を
安
ム
ヲ
る
十
月
け
品
、
観
戦
一
諮
問
一

U

大
会
の
番
号
〈
1
人
]
枚
と
一
二
u
u
l
く
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
が
多
く
、
比
や
川
地
誌
に
強
い

件
付
に
付
き
添
い
亭
委
す
る
〉
一
し
、
1
枚
で
5
リ
仙
台
の
申
し
は
一
ぷ
…
ー
に
は
、
話
乱
伐
の
心
機
え
と
訓
練
構
混
と
な
っ
て
い
る
の
て
、
い
i

マ

募

集

人

民

主

容

さ

に

一

ざ

を

明

記

し

、

主

主

主

が

大

切

で

あ

る

。

ざ

と

い

う

と

さ

、

主

盗

殺

つ

い

て

日

人

一

服

1

1

E

M

J

球

場

(

議

ね

お

マ

ま

ず

、

我

が

身

の

安

全

を

場

所

ζ

な
る
。
窓
際
は
、
力
一
フ
ハ

マ
資
格
市
内
一
札
佐
、

im

九
勤
、
伝
一
一
一
ハ
ム
ハ
)
へ
。
地
震
と
い
う
と
逃
げ
る
こ
と
ス
の
破
山
慣
が
飛
散
し
て
危
険
と
一

ば
か
り
を
考
え
て
し
ま
う
が
、
な
る
の
で
、
J

片
手
る
~
挙
が
い

そ

の

は

別

に

、

あ

わ

て

て

外

に

飛

あ

る

。

ー

び山川山台与
g
、
机
や
ベ
ッ
ド
に
身

一

平塚駅は静男重量して100周年を迎える

マ本年九いめ
昭総合以月る、{有
不口婚 1援 j 十 e 長で
11 50 単~~ tl~ 対寿は
年若手議手守口象夫
9 をのにま者一委敬
丹波犬ではの者
16え婦伎に問調祝

日:2てLc:三校苦手烹
川大 日ノ，，'el:::" 1.1 

ら饗 住続十行事
昭 氏き二つの
和 嘉一年てた

給~ ~立日 2 v 12 
福字 3去年大総任
組:三丘二1j 9 lE金醤 9 

九総ます [115 60 r-J 
)務で宅 15年"F15 
tこ諜にノ1I 9 {tU
ヨ者 、はま J-j ま

し人民、で 16えで
込福生六にるに
み社委結か炎結
受係員一婚ら蓄基婚
。戸、ま十 好自

l勾/と五; 和

第
一
ニ
問
平
塚
市
青
年
フ
ェ
ス
テ
一
加
者
を
か
あ
つ
を
い
わ
せ
よ
う
。
一
;

イ
パ
語
、
十
一
月
百
浅
間
緑
一
マ
季
語

2
人
以
上
な
皇
室
一
一
ト
年
七
月
十
一
日
平
塚
一

a

鉄道警

地
で
潟
か
れ
る
。
実
行
委
一
員
会
で
豆
ι
で
も
参
加
で
き
る
。
一
釈
が
四
叩
出
来
し
、
今
記
で
白
馬
主
一
亭
切
符
類
、
小
学
生
の
蓄
を
一
災
議
時
の
応
急
手
当
を
学
ぼ
う

は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
一
マ
締
め
切
り

8
月

幻

自

一

迎

え

る

o
J
R
東
日
本
で
は
こ
れ
一
展
一
子
雲
山
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
の
一

v
つ

重

苦

い

る

白

主

訪

問

高

知

車
場
者
を
重
し
て
い
る
。
崎
一
ヤ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
一
を
乏
し
で
か
}
察
官
喜
一
発
明

(75日
午
前

ι一

大

規

模

災

害

叩

、

憲

章

し

た

主

の

濃

霧

・

消

ぁ

、

皆

さ

ん

、

参

加

し

て

楽

十

一

一

年

言

室

。

を

開

催

宝

石

三

七

夕

ま

つ

り

オ

レ

ン

L
力

一

不

害

事

故

火

訓

練

ゃ

、

毒

者

に

対

す

柔

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
し
よ
う

E

一
実
行
委
員
会
と
一
絡
に
フ
ェ
ス
一

V
期
日
7
月
刊
U

臼
(
土

)
1
u
…
ー
ド
は
7
月
3
日
(
切
符
1)。
一

て

、

急

処

一

震

と

し

て

の

三

角

巾

の

使

い

灘

け

/

競

装

大

震

一

テ

イ

パ

生

協

力

し

て

く

れ

る

ス

一

臼

豆

一

E
Eき
つ

ぶ

撃

沈

一

議

1

方
、
主
し
た
と
き
の
一
副
書
定

一
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
る
。
一
マ
会
場
ラ
ス
カ
6
階

ホ

ー

ル

一

一

つ

。

の

仕

方

や

急

造

担

架

の

造

り

方

な

仮
装
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者
を
一
マ
資
格
市
内
の
高
禄
守
以
上
の
一
マ
内
容
一
日
駅
長
(
7月
江
沼
〉
一

j
R東
日
本
で
は
、

J
R東
日

ど

の

講

習

安

実

施

し

て

い

る

。

募
集
し
て
い
る
。
あ
な
た
の
悟
性
一
男
女
な
ら
ど
な
た
で
も
。
州
出
入

あ
ふ
れ
た
独
創
憶
を
生
か
し
、
参
一
マ
締
め
切
り

7
同月間以日

一
試
券
、
出
資
権
利
ム
口
核
と
存
鑓
六
十
九
諜

証
券
酔
荒
療
簿
等
を
照
合
し
、
金
門
V

監
査
の
結
果
良
好
に
管
理

融
機
翠
守
の
審
議
所
に
お
い
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に
て
実
査
し
た
結
果
、
管
壌
は
官
邸
た
。

つ
い
て
、
監
査
委
員
石
田
成
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
{
致
資
公
表
第
七
号
}

弘
9

青
木
一
郎
・
抽
見
合
標
的
か
め
ら
れ
た
。
@
基
金
の
管
理
マ
監
査
の
対
象
職
員
課
ほ
か

ら
報
告
が
あ
っ
た
。
市
長
及
び
収
入
役
か
ら
提
出
さ
十
五
諜

{
監
査
公
表
第
五
号
}
れ
た
基
金
台
様
と
預
金
残
高
誼
マ
監
査
の
結
果
各
貯
蔵
品
に

マ
駐
査
の
対
象
管
財
謀
、
会
開
明
書
を
照
合
し
た
結
巣
、
金
福
つ
い
て
、
物
品
整
理
宿
泊
と
煎

計

課

竺

致

し

、

年

度

末

瑛

在

高

は

合

'

実

査

、

ま

PAは
た
な
卸
し

マ
監
査
の
結
果
①
有
価
認
証
券
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
の
立
ち
会
い
等
を
行
っ
た
結

及
び
出
資
証
券
の
管
浬
:
市
長
{
監
査
公
表
第
六
号
}
果
、
管
理
は
適
主
に
行
わ
れ
て

及
び
収
入
役
か
ら
提
出
さ
れ
た
マ
監
査
の
対
象
秘
書
諌
ほ
か
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

らつ力、

合

E大洋ヤクルト ( /1 ) 

Eメ日YO 日本;ノ¥ム " ) 

EA洋ヤクルト(ノ'! ) 

E大洋同Jt."¥， ( 刀 ) 

E大洋未定( 刀 ) 

ノノ

ノノ ( ノ)

ノノ ( 刀 ) 

ノ/

ノノ

率いすの方の招待試合

月 4日(土)

5日(ll) 

12臼(日)

t 

27臼(月)

81ヨ13尽 (ホミ)

21EJ (金)

22E3 工)

25日{火)

26日 (ぇ大)

291ヨ

3Dlヨ(日〕

31臼(汚)

9月 11日(金〕

121，)二〕
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(-1'ースタンリーグ公式戦)の 8n29fi以障の

対戦相手は未定

市
県
民
税
第
一
期
分
の
納
期
限
一

は
六
月
三
十
臼
と
な
っ
て
い
る
。
一

す

で

に

納

税

通

知

書

を

送

付

し

一

第

五

呂

婦

人

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

大

で

あ

る

の

で

、

約

期

限

ま

で

に

金

一

会

が

、

四

月

一

…

一

↑

自

に

見

附

台

体

融
機
関
ま
た
は
~
わ
ん
俊
一
慰
許
諜
窓
一
一
育
抽
出
で
閤
聞
か
れ
た
。
大
会
の
結
果

口

で

納

め

て

い

た

た

き

た

い

。

一

一

一

昭

次

の

と

お

り

。

(

敬

称

略

)

な
お
、
第
一
銭
の
納
期
内
に
全
一
教
育
委
員
会
で
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
一
マ
優
勝
田
代
千
知
子
。
佐
藤
ま

期
分
を
一
指
納
付
さ
れ
る
と
、
前
一
グ
を
主
体
に
柔
軟
体
操
、
ゲ
ー
ム
一
つ
の
総

納
報
償
金
が
用
語
ら
れ
る
。
一
な
ど
を
行
う
昭
和
六
十
二
年
度
第
一

7
2佼
奥
村
護
・
高
橋
俊
江

諜
秘
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
一
二
包
婦
人
体
力
づ
く
り
教
室
玄
関
一
組

民

秘

書

通

徴

収

係

(

喜

一

六

一

く

。

一

7
3
位
落
合
節
子
咽
佐
藤
久
奨

九
)
、
日
納
税
格
談
は
、
収
納
課
収
一
一
〉
臼
稼

7
月
8
臼
か
ら
9
月
お
一
組

約
係
(
内
線
一
一
七
七
)
へ
。
一
日
ま
で
の
丹
、
水
、
金
曜
g

王手塚球場の玄な弱穫
。ブ。ロ野球公式戦

6 fl30日(火) 18時大洋絞神

揖入場券は当日発りのみ(外里子l詰)

く〉ブね野球イースタンリーグ

6 f-:l20日(乙 14時大洋ヤクルト

6 t121f3 (11) 13時点洋ヤクルト

6 J-:J 24 ~j (水) 13時六洋一同試

6月25[i (木) 13時大洋ヤケルト

7月 4日(士)同時大J洋阿武

7 Yi 5 H (lり 16時点洋一戸人

。幾重草野i翠〈硬式)神奈)11媛大会

7 j:-J 12日(f)) ~- 7月 27[-1 (jj) 

。市中体i草野球大会準泌聖母 a 話議努

71-ヨlOH (合) ~7fj}l[ l (1:) 

見附念公閣と務長せまンター湾i忍

野主主、果物、京子、 :Fっくり品、地的、天城湯ヶ

品百了の特品、そのittJ.
※ビ0)場 f子出、 .t} 1I野与さと単物山市包

く。 句会ぢ 7U年1)、ら 9iJ'jま戸ど。

炭

水

内

日

川

町

0
0

了1

7

J

U

 

緯

罰

法

務
り

の
く

務
九
一

第
ぉ
“
い
凶
引

は
イ
物
〕

4
2
U

へ
r
u
 

ま
日
仏

設期総 7J寺 1 日 ~8 月3Hヨ 9 時~16時30分 16時以後は入場できない

入拷華料小、中学生80問、高校生以と200円

交通量産内 ①穣域ヶ丘ブ Jレ 駅南口からパス 2番組市内[!Jlり「市常ブール前jで下車

②湖南海岸公麿プ-)い向上パスで「湘南海躍公璽 Jで下車

7月 2臼から20白までは、学校ホ誌教室も開かれるので、ご7棋を。また、 8月 6l1 0)湘南海

岸公園ブールは中学校水詠競技大会のため使用できない。

担当地場づくり課
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殺
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
真
夏
を
お
も
わ
せ
る

よ
う
な
暑
さ
で
す
。

大
勢
の
子
供
た
ち
ゃ
家
族
連
れ

が
、
靭
か
ら
遊
び
に
来
て
い
ま
し

た。
ア
ス

νチ
ッ
ク
遊
び
、
砂
場
遊

び
、
人
工
の
小
川
で
の
水
遊
び
な

ど
を
し
て
、
楽
し
そ
う
に
元
気
に

遊
ぶ
子
供
た
ち
、
樹
木
の
太
影
で

お
弁
当
を
広
げ
て
、
お
い
レ
そ
う

に
食
べ
て
い
る
家
族
連
れ
な
ど
で

子
供
た
ち
の
一
見
気
な
戸
が
開
聞
こ
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

え

て

き

ま

す

。

お

父

さ

ん

、

お

母

さ

ん

も

子

供

こ
こ
は
総
合
会
爾
で
ず
っ
平
塚
た
ち
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
忙
し
そ
う

球
場
、
平
塚
競
技
場
の
施
設
が
あ
で
し
た
し

り
、
田
何
回
闘
を
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
に
総
合
公
開
幽
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

留
ま
れ
、
緑
が
い
っ
ぱ
い
の
公
爵
す
整
備
さ
れ
、
市
民
に
愛
さ
れ
、

に
、
子
供
の
親
水
公
園
も
冗
返
し
親
し
ま
れ
る
い
こ
い
の
場
と
な
る

で
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
で
し
ょ
う
。

;<'" 

6!l28f1 (I!) 13時県ラグビーフットポーJレク

フブ太会

6 112911 (1 j) 9時 書日野中学校校内章完封F式会

7!l411 (U  JSLカッアρ 三菱噴工吋

ト ヨタ(14時 30分)

sし カップ読売クラブ

対 f主友 (13時)、フジタ!

業対悶辺製薬 (15"，子)

7汀犯行(lJ) 9時 市中 学校総合体育大会(サ

ツカー〉

7 Jj 19日 ( f ] ) 時 市 総 合 体育大会(サフカ

〉

7 JJ25iJ (上) 18時 市障 協ナイタ記録会

7 !-126['-J qn 12時県サッカー 関 東 リ ー グ 戦

7 n 5! 1 (! i) 

く〉気約合惨事著書室(電話31…3057)

官開放纏慰 卓球、ハドミントン、パスケット、

軟式庭球 (-----16時)、バレー(16時~I

• 6丹羽詰(丹)午議 1時 ~ 午 稜 8時

• 7 月20厨 (丹) ノノ

り
今年も気持ちよく、七夕まつりを昆ていただζ

うと、次のどおり清掃活動を行う。市民の皆さ

ん、ぜひご星参加を

滋善寺 守5お (13) 

あさ 5 時~7時

集会術展センター務

※雨天決行、済掃用具のご持参を

主催 平理市青年思協議会

理事長鈴木漁労(電話58-0527)

ElE訟に利用できます



一
桜
の
公
霞
湘
南
平
越
水
底
哉
一
マ
一
7
1
J
マ
誰
に
も
使

γ

え
る
O
A
一
マ
教
材
費
一
一
千
円

一
(
秦
野
市
)
、
担
割
の
期
間
間
大
橋
一
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
全
く
触
れ
た
一
円
〉
定
員
犯
人
(
抽
せ
ん
)

一
町
田
武
(
秦
郡
山
市
)
一
こ
と
の
な
い
方
を
対
象
と
し
た
、
一
マ
申
込
期
間

7
月
日
日
(
金
)

一
マ
佳
作
石
井
笑
(
厚
木
市
)
、
一

O
A
の

初

歩

的

学

習

)

一

l
初
臼
(
同
月
)

一
石
井
清
二
横
浜
市
)
、
谷
清
ヤ
日
程

955か
ら

M
E一
申
し
、
込
み
は
件
後
は
が
き
で
、

一
(
鎌
倉
市
)
、
杉
島
忠
裁
で
臼
ま
で
の
土
曜
日
(
全
6
m出
)
一
一

Tm平
塚
中
塁
間
山

1

平
塚
随

一
沢
)
、
杉
本
正
秀
(
横
浜
市
)
、
抱
一
時
時
間
午
後
1
時
お
分
1
4時
一
業
高
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

一

内

好

春

(

真

土

)

、

谷

口

誠

部

分

(

議

訪

日

礼

二

三

八

五

)

へ

。

宮
崎
靖
雄
(
龍
域
ケ
丘
)
、
親
水
一
内
)
、
山
口
貞
雄
(
平
塚
)
、
ー

旦
曲
一
広
場
で
遊
ぶ
子
・
平
塚
球
場
吉
一
正
一
(
城
所
)
、
こ
し
み
ず
マ

村
山
一
崎
安
太
郎
(
泊
村
)
、
潔
取
山
へ
一
お
(
秦
野
市
)
、
町
田
武
富

ん
一
の
道
新
本
正
秀
(
横
浜
市
)
、
一
市
)
、
内
出
泰
彦
(
虹
ケ
浜
)
、

4

一
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
春
山
一
淳
一
融
一
(
茅
ヶ
崎
市
)
、

港
一
一
μ
朗
(
大
磯
町
)
、
み
こ
し
海
に
一
彦
(
立
野
町
)

日
一
入
る
飯
田
一
雄
(
横
浜
市
)
、

海
一

る
一

光
一

(6) 

移動図審鍍あおぞら号7i.lEl緩
※松結シJ立学校 1日 15臼

金百ノj，o芋校 2 El 16日

※みずほ小学校 2臼 16日

※万旧民理市営住宅 3臼 17日

ふじみ野団地集会所 4臼 18臼

海宝寺 7日 21臼

※豊田公民館 7日 21臼

※田村ちびっこ広場 8 El 22臼

域島公民館 9 23日

※岡崎ノh~学校 98  23日

※金田公民館 10U 24臼

二土産小学校 14日 28仁]

※吉沢公民館 14臼 28臼

・開設時照 13時出)分~14時30分(ふじみ

野田地 14時~15時) ※印は 15日寺~16日守

唄南天のときは中止

官体館日 毎週月曜日、月末

会博物舘 干'5<浅間町 12~41 電話 33---5111

す望書道に綬しもう

書道の子ほときから文第四宅の鑑賞方法ま

でをす、ふ二

培 6 F119 日 ~7 1117口の毎週金曜日

司時間四時30分~20時 30分

e 対象 青年 15人く申込制〉

・材料費 1000円

す膏ま手スタッフ募集

8円に行う?'共詰問りパ台、 24日手間デレピ

{iJJift募金のスタッフを募集する。

。日時 6 fj23日川ミ) 打ち合わせ

e 時間 19時~21時

吋象 青年一若子名

合干高松体験教室

高根台特別養護老人ホームで、老人介護の

体験をする。

ーヨ日手 7月 19日 (日)

‘ 託ヲテf渇 109寺 ~15!l寺

・対象 青年 30人く申込制〉

合体簡臼 毎週月曜日

会青山年金館

千 254桟間町12-41 電話32-7029

コ

7 

て才

関
す
る
も
の

関
連
協
会
平
塚
支
部
で
は
、
日
出
一
…
〉
種
別
、
規
格

際
連
合
の
活
動
や
国
際
理
解
・
閤
一
{
ポ
ス
タ

i
〕
小
"
中
学
生

際
協
力
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
と
一
(
凶
ツ
切
り
て
高
校
生
(
半
さ

作
文
を
募
集
し
て
い
る
。
一
い
て
大
学
生
ま
た
は
一
級
(
閥

マ

テ

ー

マ

一

ツ

切

り

ま

た

は

半

さ

い

)

。
嘉
納
と
平
和
血
中
間
際
理
解
・
国
一
{
作
文
}
史
子
生
の
み
(
窓

際
協
力
に
衡
す
る
も
の
一
字
詰
め
止
原
稿
用
紙
3
枚
以
内
)

。
世
界
の
人
口
や
金
制
機
ε

資
源
智
一
マ
応
募
方
法

7
月刊
m
g
(土
)

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
紙
、
公
害
・
一
ま
で
に
、
地
域
づ
く
り
諜
十

問
問
閣
に
慢
す
る
も
の
一
化
係
(
内
線
一
一
六
回
)
へ
。

O
百
回
線
平
和
に
関
す
る
も
の

り、縄文人の技術を学ぶ。

'日程 7 f-=l22円(水) ~23 日(木)

'払手持寄 10[1.与へ

・会場 l幣科学教電

@対象親子 VJ、学校 5年以ヒ 10絶

出し 込み 7月四日までに特捜はがきで。

合サマーセミナー

2泊 3日 E、土農地域の自黙をテ マ別に

分かれて鯉察する。

ー日程 8月 6日(木) '~8 日(乞)

惜出場所七盟荘

ー対象小学生ら年~中学生 3年知人

ー申し込み 案内所を送付するので、 60円切

予を同封のうえ 7月四けまでに博物館へ。

食事事総品コーナ…、国縄問遺跡、

日向間遺跡(縄文中期時代~称生時代)か

らむ出土品を麗示。
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先着150人に無料入場券を酉己布する。

カこども狭E霊会{アニメ)

7丹19自(日)10時、 14時 3階ホーノレ

v七夕ものがたり J カラ 20汁

本さん J カラ 日ト

台関措時間

会貸出宅、害考室 9陣、-16時 5C分

こども空 火-震円 13時~16時50分

円曜日 9 時~16時50分

合体倉吉田 磐 曜日、月末

会毘盟諸宮 守 254浅間町12---41 電話31~.0415 
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治

会活ミ 1)竣写機操作投書時議議会

操作技術を習得してもらうため、講宵会を

開く。なお、作了者には認定誌を交付する。

E!程 6月19日(金) ~20 日 f七)

・時間 9 時担分~16時

島会場 3港会議室

・対象 市内在住、在勤、在学の方 30人

・費用 500円(テキスト代)

持事ずるもの はさみ、筆言己内具、民金

・申し込み 6月四日(木)までに、開帯軒

1階調聴覚ライブラリ に。

"理主言語会
@6月28S (即日時、 14時 3階ホーノレ

「マタギ」 カラー103分

秋田県マタ不自里で、大自黙を敬いながら

ひとつのしきたりをもって生活し、戦って今

きてきた考マタギが、少年と共に雄J忙な白黙

り中で、冬山典探く宿敵の隠持を追う物語。

*なつの霊長絵畿j場

@7丹18日(土) 14時 3構ホーノレ

「帯結 シンデレラ・かく、やひめj

「映画 こびとといもむし，三太子ネコ」

・出横 メルヘンの国(照井桃代ぼか11人)

・対象 市内在往の幼児、小学校器学年



妊掘中田，ι4等、常養りとり方、赤

ちゃんの育て方、安産のために必要

な知識や体捧・呼唖法などを学ぶ。

主治医の許可を樽てから書加を。

揮前期〈旺掘 6か月までの方)

• 7月 6目、 13日

盤盛期(妊据 8か月以ぷ毎の方)

• 7月20日、 27日

韓時間午後 1 時30分~4 時

盟企場保健センター (34-0311)

盟申し込み 当日直接会場へ

輔母子寝室口問手帳、筆記用具、スラッ

クス(6日と20日)、さらしと載韓
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…
一

制

U

M
以

7
7月
習
(
金
)
翌
公
選
一
二
喜
子
三
一
二
)
へ
。
一
合
は
届
け
出
が
必
要
な
の
で
、
三
…
部
長
一
時
的
な
豊
富
庄
の
閥
復
に
よ
り
症
状
は
較
一
一

…Z
中

一

一

担

当

守

時

下

館

一

結

核

健

康

診

断

一

詩

ド

平

塚

一

保

警

環

境

衛

一

…

-1jil--J一一
二

4
1
1
0
:
:

一

午

主

主

一

豊

富

道

弘

議

)

一

市

で

は

、

昭

和

六

十

二

年

喜

一

義

(

霊

平

O
一一一一

O
二

か

か

り

つ

け

の

霊

・

医

院

一

マ

i
タ
の
い
ろ
い
ろ

m
Z
Z九
一

長

年

か

ら

の

警

護

一

核

健

康

診

断

ζ
が

ん

書

検

診

一

市

健

康

襲

警

生

係

(

内

線

三

重

震

は

き

)

に

ご

童

弘

之

輔

F

月

曜

画

ゃ

弘

日

7
7月
9
日
(
木
)
須
賀
公
民
館
一
の
実
施
呂
一
時
。
会
場
一
を
、
問
問
じ
臼
…
五
八
)
一
の
う
え
、
毎
年
、
自
分
の
誕
生
[
月
一
弘
司
驚
む
〆

一
一
一
一
正
一
人
臨
む
鰐
鞘
言
語
十
議
事
一
一
毅
健
康
診
査
一
説
部
門
わ
れ
わ
れ
わ
γ
一

勺

)

日

日

場

内

習

申

(

一

一

一

一

一

d
F
f

与も匂

罷

髄

翻

輔

一

。

6
丹市
ω
日
(
火
)
中
央
農
協
将
一
の
方
一
自
分
の
鍵
康
状
態
を
自
分
で
管
一
す
る
。
ま
た
、
健
康
子
命
慨
を
お
持
一

d
g覇
軍
喝

一

日

明

支

所

一

一

〉

日

程

6
丹
羽
白
(
火
)
、

7
一
還
し
て
も
ら
う
た
め
、
四
寸
歳
以
一
中
h

の
方
は
、
鍵
扇
風
手
緩
も
お
忘
れ
一
怒
務
機
の
認
定
マ
i
タ

〈

一

ム

抗

措

一

言

語

寝

室

長

二

月

営

去

、

2
月
5
臼

(

十

一

三

上

主

を

対

象

に

、

無

料

の

一

般

…

な

く

。

て

」

の

マ

1
2、
重
機
、
ブ

為

一

、

U

一

。

却

で

7
月
2
臼
(
木
)
四
之
宮
公
民
一

5
R
初
日
(
月
)
、
宣
言
一
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
る
。
一
な
お
、
四
月
は
五
百
八
十
九
人
一
ァ
ク
シ
ミ
ジ
、
留
守
重
詰
装
組
慮

。〈ム

Z
M
一

u

一
室
が
受
診
し
て
自
分
の
健
康
を
一
な
ど
の
粗
悪
な
機
器
ゑ
覇
す
る

特

認

母

を

参

掘

一

蛇

み

上

二

一

確

か

め

て

い

る

。

一

た

め

、

技

偏

差

に

警

し

て

い

P
お
い
鞘
メ

Z

心

紅

一

関

様

、

第

一

、

一

J

r

、

ひ

の

一

営

平

二

町

部

一

一

也

一

向

し

合

わ

菜

、

震

課

保

健

一

る

か

ど

う

か

審

査

し

、

適

合

し

て

治

?

礼

調

せ

時

こ

一

緩

予

市

主

策

立

回

西

第

第

一

衛

生

係

(

内

線

二

五

六

)

へ

。

一

い

る

と

認

定

さ

れ

た

も

の

に

つ

け

吋

f
u
u
=
F
、

在

ォ

一

ド

街

、

蒋

内

保

下

庭

鏡

町

郷

郷

宿

-

t

ト免許一一一樹立一
z
f
南北一一一内

r亡
先

日

れ

万
時
鶴
一
帯
端

R

日
畑
宅
海
り
崎
自
制
治
問
河
川
榔
久
久
田
の
間
四
自
庭
音
問
町
郷
郷
町

J

一
下
日
中
小
山
大
住
商
ど
矢
丸
山
出
片
片
広
青
大
中
太
堀
葉
真
市
一
中
期
観
東
西
下
下
林

子

育

一

床

糊

臥

日

B

B

日

糊

白

日

日

白

呂

田

日

日

臼

白

掛

目

白

日

日

日

分

t

一

崎

山

品

目

幻

四

却

額

1

2

3

4

7

8

9

u

u

u

む

回

目

げ

泡

泊

日

山

町

目

前

ζ

一

澗

月

月

月

月

月

金

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

臨

月

月

配

即

応

院

中

中

川

i
?

な

一

6

6

6

6

6

i

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

E

7

7

7

7

7

7

7

~

聾

と

一

車

二

長

一

議

謀

議

選

せ

の

と

き

に

は

す

で

に

決

ま

っ

て

い

ケ

セ

ッ

ト

3
1デ
ィ
ス
ク
)
ベ

ホ

時

ン

定

種

を

一

吋

呼

J
J
V

舗
網
脚
惨
禍
訴
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
ご
了
草
を
ロ
ビ
ー
カ
ー
、
ミ
シ
ン
、
コ
ン
ピ
ラ
ツ
お

側

組

長

器

時

一

点

防

相

麟

一

心

不

用

量

講

堂

。

鰭

っ

て

く

だ

さ

い

新

量

語

、

羽

午

保

体

辛

康

一

寸

8
4

議
機
縁
北
地
場
づ
く
り
課
市
民
生
活
保
(
内
綿
ベ
ピ
l
ベ
ッ
ド
、
津
線
だ
ん
す
、
パ
一

ョ

鴇

一

4
1
1
1
i

一
一
四
四
)
へ
。
コ
ン
、
電
気
毛
布
、
冷
蔵
庫
、
洗
槽
機
、

象
設
問
場
容
力
子
一

対
相
時
会
内
て
母
一
皆
お
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ

O
議
り
ま
す
応
接
セ
ツ
弘
、
ソ
フ
ァ
婦
人
用
自
転
車
、
ル
ム
ラ
ン
ナ
ー
、

翻
醐
盟
髄
盟
鶴
一
が
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
問
い
合
わ
!
ベ
ッ
ド
、
ホ
!
ム
パ
ー
マ
、
カ
ラ
オ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

騨対委裂 2競 6か月までの現兵右児

盟会場平塚保韓所

輔相言炎弓 7月 6日、 13日、 20日

臨時間午前 9時~10時(受付)

盟申し込み 電話で平揮保鍵所 (32

0130) へ予約する

公平塚市富平 12-12- 1 ~-"310 

E J Alに勤務しておられる

高村英掛さん (37麓)と累長さん

(25競)白長女。身長70cm、体重

lO.5kg、 61年 8月15日生

大;損の煮物が大好きな由美ちゃ

ん、パパとおふろで遊ぶのが臼

課。将来はオリンヒeツクの選手に

とママ、 5月から週 2凹スイミン

ククラフに通っている。

{髄~Ij捷撞]

鞠満3か月以上4競未満の乳幼児

盟接語方 去開 業医 、病 院で 接揮で

きる。主治医とご相談を。知料

嘩保隣室正、母子憧騎手帳を持参

[集団樹麗]

盟第l期対象は2語以 ι4歳 未 満の

幼児。 3週 間 か ら8週間の間隔で3回
受ける

輯第2期第Z期の3問自の接種目か

ら1年以上l年 6か月以内にl回受け

る

6月26日保健センター

ァ"，.<'

、輔副.

退
後
間
腕
鹿
市
出
発
作

ヴ

74歳以上の方に、はり、きゅう、あ!v

マッサージ、指圧の助成を行ってい

く〉受議長券の交付
火正 2年 5月31円以前に生まれた方は 6枚。

大工E2年 6月 1日から大正 3年 3月までに生

まれた方は、 74歳になった月から 2か月に 1

枚の害}合で交付する。ただし、 7研究の期間に

ついては、ご本人の市民税所得害日量震が課税さ

れている方は、対象外。

。密忍草負担額 1枚につき 600円

。申し込み 印鑑および健康手帳または健康探

験誌を持参のうえ、福祉総務課(内綿 219)

-̂。

朝 夕の大の散接は、二たの健 農 の た め に 必

要な こと だが 、密 るの は、犬のふんを放

置すること。寄生仁良くないことはもちろ

んの こ と 、 他 人 に た い へ ん迷 惑 に な る 。

、犬 の ふ ん 、 は 、 飼 い 主 の責任において土

に理めるなど始末しよう。 道 路側溝には入

れないように。
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教
育
委
員
会
で
は
、
公
民
間
自
館

内
外
の
清
捕
争
、
職
員
不
在
時
四
留

守
番
等
を
し
て
も
ら
う
菅
逗
人
を
募

集
す
る
。

マ
勤
務
場
所
旭
公
民
轄

マ
手
当
月
額
二
万
六
千
百
円

マ
管
理
人
霊
木
造
平
家
建
て
(
6

費、

4
畳
半
、
台
示
、
風
呂
場
)

マ
入
居
予
定

7
月
中
匂

マ
応
募
資
格
市
内
に
住
む
満
出
議

以
下
の
韓
蹟
な
婦
人
で
、
配
用
問
者
と

住
み
込
み
可
能
な
方

応
募
さ
れ
る
方
は
、

6
月
お
日

(
木
)
ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書

(
写
真
訴
付
)
を
社
会
教
育
盟
社
会

教
育
樺
(
内
綿
五
二
回
)
へ
。

J1:;.毒患b らつ力、

県
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
を
介
護

し
て
い
る
方
の
た
め
に
、
話
し
合
い

や
週
間
な
介
護
指
導
を
含
め
た
交
流

会
を
開
く
。

V
E時

7
月
比
日
(
日
)
の
午
前

日
時
却
分
1
午
後
3
時

マ
会
場
福
祉
会
館
3
階
和
室

マ
定
員
先
着
叩
人

ー

五

月

十

日

に

光

イ
一
化
学
ス
モ
ッ
グ
詩

意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
よ

}?4と
き
に
発
生
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
市
の
対
応
に
つ
い
て

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
西
八
幡
下
井
明
子
さ
ん
)

、i

ー
工
場
含
出
動
車

一
お
替
え
一
一

…
な
ど
か
ら
大
気
中

に
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や

炭
化
水
素
が
、
太
陽
の
強
い
紫

舛
線
を
受
け
て
光
化
月
そ
反
応
を

起
こ
し
、
こ
れ
に
嵐
が
弱
い
な

ど
の
特
殊
な
気
象
条
件
が
震
な

る
と
、
自
く
も
や
が
か
か
っ
た

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
光

第 43守望号

昭
和
由
年
度
後
期
職
業
訓
練
生
を

募
集
す
る
。

。
県
立
鶴
間
品
高
専
務
諜
技
楠
校
(
電

話
。
四
五
!
五
七
二
一
一
一
ニ
一
二
)

守
コ
ー
ス
ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

不
動
産
実
務
各
加
入

マ
受
付
期
間
7
月
3
日
(
金
)
1

9
月
3
E
(木
)

ザ
入
校
選
考

9
月
H
臼
(
月
)

@
県
立
小
田
原
高
等
職
難
民
捜
部
別
枝

(
電
話
。
四
六
五
l
口
l
二
一
一
七
五
)

マ
コ
ー
ス
福
祉
ヘ
ル
パ
1
、
給
金

サ
ー
ビ
ス
、
摂
理
事
務
各
部
人

門v
受
付
期
間

7
月
3
g
(
金
)
1

9
月
3
日
(
十
本
)

マ
入
校
選
考

9
月
刊
日
(
木
)

問
い
合
わ
せ
は
、
各
高
等
撃
末
技

術
枝
ま
た
は
、
平
塚
公
共
職
業
安
定

所
(
一
電
一
訪
れ

l
O
一
C
C
)
へ。

生

、

議

学

盟

問

議

獲

が

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
(
篭
語

。
四
六
六

i
目
i
一
一
一
一
一
)
で
は
、

日
本
と
ア
ジ
ア
を
テ
!
マ
に
し
た
、

生
控
字
智
講
鹿
を
開
聞
く
。

マ
日
程

6
月
初
日
(
土
)
共
に
生

き
る
ア
ジ
ア
、
訂
日
(
土
)
蝕
ま
れ

る
ア
ジ
ア
の
弥
曜
林

・
時
間
午
揖
1
時
間
分

1
3時
加

分

モッ

ような自に

マ
講
師
朝
日
新
聞
編
集
委
員
石

弘
之
氏
ほ
か

守
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
申
込
先
当
セ
ン
タ
ー
生
護
学
習

部
(
内
輯
五
六
二

社
関
法
人
日
本
損
害
保
韓
協
会
で

は
、
井
議
士
等
に
よ
る
交
通
事
故
の

相
談
を
無
料
で
受
け
て
い
る
。

7
時
間
平
日
午
前
9
時
四
分
1
午

後
4
時
的
升
(
土
曜
自
は
正
午
ま
で
)

7
場
所
平
揮
市
宮
の
前
1
1
7平

揮
自
動
車
十
探
検
請
求
セ
ン
タ
ー
(
電

話
M

O
六
八
八
)

県
で
は
、
第
4
回
神
奈
川
工
業
技

術
開
発
大
賞
の
候
補
技
捕
を
募
集
レ

て
い
る
。

マ
対
象
中
堅
・
中
小
企
業
の
中

で
、
お
お
む
ね
3
牢
以
内
に
開
発
さ

れ
、
か
つ
企
業
化
さ
れ
た
技
荊

マ
募
集
期
限

6
月
羽
田
(
火
)

詳
し
く
は
、
県
商
工
部
工
業
貿
易

課
(
電
話
O
E五
i
一一

O
一
一
一

一
内
綿
五
七
八

O)
へ。

{
点
議
開
調
会

中
日
程

6
R
m日
S
7月
H
日
の

軍
週
火
曜
日
(
全
4
田
)

・
時
間
午
桂
1
時
却
分
1
3時
四

分

自に

マ
申
込
期
醒

6
丹

羽

白

(

土

)

グ
d

を
発
行
し
、
護
活
で
販
売
し
て

マ
喜
平
田
晴
点
訳
赤
士
五
仕
団
い
る
。
九
百
八
十
円

{
手
話
入
門
敬
愛
}
{
正
義
知
人

言

語

6
月
開
門

7
7月
日

臼

む

十

管

気

工

事

務

潔

会

毎
過
木
曜
尽
(
全
5
田
)
県
立
幸
野
高
等
職
業
技
街
枝
(
電

・
時
間
午
後
6
時
四
分
3
8時
話

出

O
八
七

O
)
で
は
、
電
気
工

守
講
師
全
白
本
ろ
う
通
認
定
通
訳
事
よ
よ
(
実
技
)
準
備
講
習
会
を
開
く
。

者

山

口

万

里

子

さ

ん

ほ

か

マ

日

程

7

月

日

日

1
M日
(
4
回
)

守
申
込
期
限

6
月
日
日
(
木
)
・
時
尚
午
後
6
時
5
9時

マ
主
龍
平
す
藷
サ
ー
ク
ル
平
の
会
マ
一
定
員
剖
人
(
申
込
順
)

{
苧
語
講
習
金
}
定
員
却
人

7
月
四
日
(
金
)
ま
で
に
、
造
語

マ
日
程

7
月
3
日

1
出
口
の
持
週
で
申
し
込
む
。

金
曜
日
(
全
5
回
一

ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験

・
時
間
午
前
日
時
1
ロ
時

マ
申
込
期
隈

7
月
2
日
(
火
)
平
塚
商
工
会
議
所
で
は
、
第
5
田

守
主
桂
三
話
サ
ー
ク
ル
七
夕
会
ワ
ー
プ
ロ
技
能
3
柚
検
定
試
験
を
実

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
平
塚
市
摘
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
電
話
出
二
三
マ
H
時
7
月
比
弓
(
日
)

三

一

一

一

)

へ

。

マ

申

込

闇

限

6
月
四
日
(
金
)

門v
受
験
料
五
イ
十
内

一
様
良
市
ス
タ
ッ
フ
募
集
一

由
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
沼

山
月
に
開
櫨
予
定
の
か
世
間
M
回
ひ
塚
商
工
会
議
所
ワ
!
ブ
ロ
検
定
時

ら
つ
か
市
民
市
仰
の
企
匝
選
営
を
す
(
電
話
児
二
五
一
(
)
)
へ
。

る
ス
タ
ッ
フ
そ
暮
集
し
て
い
る
a

一

方

な

が

わ

女

性

会

議

'
第
二
割
合
合

6
F
四
日
(
月
)

午
後
6
時
間
分
商
工
会
議
所
マ
日
時

6
月
訂
日
(
土
)
の
午
控

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
青
年
会
議
1
時
却
分
1
4
時

所
内
ひ
ら
つ
か
市
毘
市
実
行
署
員
会
守
会
場
藤
沢
市
投
所
第
7
会
議
室

準
備
金
(
電
話
れ
六
四
七
回
)
へ
。
マ
テ
i
マ
男
女
共
同
社
会
を
め
ざ

し
て
創
ろ
う
私
た
ち
む
手
亡
作
動

計
箇
を

マ
主
催
か
な
が
わ
女
性
会
議
(
電

話
。
四
六
六
訂
一
二
一
一
)

県
で
は
、
大
T
了
沖
装
・
旋
盤
な

ど
の
技
能
が
尊
重
さ
れ
る
気
風
を
つ

く
る
た
め
に
、
襲
撃
重
一
笠
間
を
募

集
す
る
。

マ
募
集
期
間

6
月
訪
日
(
火
)
1

7
月
日
日
(
水
)

円

v
応
募
詩
措
県
内
在
住
者
お
よ
び

在
勤
者

応
募
は
、
は
が
き
に
応
募
作
品

(
1
枚
に
つ
き
3
点
以
内
、
ー
人
何

枚
で
も
可
て
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
静
栄
ま
た
は
学
校
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
}
え
、
一
宇
却
横
誤
市
中

匹
百
本
大
通
り
1

神
奈
川
県
労
働

部
能
刀
開
発
課
(
電
語
δ
四
五
l
二

o-
二
て
内
綿
阻
ふ
閉
三
)
へ
。

あ

た

た

か

い

¥

パ
d
h
u
H
 

ア
』
甲
乙
来
V

県動物保護セン主ーでは、捨て犬、捨てね
こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね
こによる危害を紡ぐため、今回も次のヨ轄で
いらなくなった犬、ねこの巡閲収容を行う。
当日、犬を出される方は「印鑑， r火の鑑

ホLJr注射梼累愛犬手帳jを持参のうえ会
場へお出掛けを。なお、収容車の停留時間は
10分間。また、ねこは麻袋かダンボーノレ特に
入れていただきたい。

7月4S (土)
9 : 00 神田公民館

9 : 25 汽野公民館

9 : 50 豊旧公民館

10 : 10 域 島 公 民 館

10: 30 金田公民館

10 : 50 岡崎神社前

11 : 10 金呂公民館

(
敬
称
略
)

守
社
会
福
祉
基
金
へ
・
朝
日
新
聞

中
堅
専
売
前
二
万
一
千
一
一
一
十
四
円
、

平
理
南
口
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
十
万

円
、
桐
山
千
恵
二
千
シ
ペ
ロ
人
会

一
千
円
、
ザ
ン
ロ
ー
ト
あ
さ
ひ
商
高

会

H
-
一
千
百
一

f
円
、
横
浜
コ

ム
花
水
R
治
会
・
横
浜
コ
ム
生
協

一
万
九
エ
六
百
十
八
円
、
平
塚
保
樺

色
ン
タ
一
一
千
五
百
七
十
一
円
、

平
塚
時
業
高
等
学
校
J
R
仁

じ

百

六
十
七
円
、
中
村
伝
五
郎
一
一
千

円
、
平
塚
京
紋
胤
保
存
会
一
二
万

円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所

-
万
円
、
昭
和
白
年
度
金
田
小
学

校
P
T
A
役
員
一
一
万
一
千
八
百
十

五
月
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
会
木
も
れ
陽

一
万
円
、
(
抹
)
イ
y
L
1
1

万
四
百
三
十
二
円
、
山
内
世
一
一

万
円
、
横
山
房
百
…
万
円
、
大
谷

友
子
六
千
円
、
清
水
礼
子
一
五

円
、
鈴
木
鶴
枝
一
二
千
円
、
松
断
地

問
一
子
供
会
脊
成
金
一
一
万
円
、
震
名

一
二
万
六
千
円

(
4件
)

マ
社
金
曜
祉
へ
・
磁
崎
輝
夫
岱

千
円

V
恵
ま
れ
な
い
方
へ
桐
磯
崎
勉

二
千
円

マ
交
通
遺
児
へ

a

匿

名

一

万

丹
、
若
あ
ゅ
の
金
一
万
七
千
三
百

円
、
日
産
車
体
(
株
)
実
験
部
試
作

課
交
通
安
全
委
員
会
同
十
万
五

百
六
十
一
円

7 !'l11尽 (ニ仁)
9 : 00 松原公民館

9 : 20 須賀公認館

9 40 ィt~7.k.公民館

10 _ 00 富士見公民館

10 : 30 中 原 公 民 館

10 : 55 旭公民鉛

11 : 15 吉沢公民宮官
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遊気一花で箆

句
、
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三

審

火

授

が
か
か
っ
て
い
る
感
じ
)
枠
同
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
、

・
白
射
9

午
後
二
時
以
前
に
少
体
の
弱
い
人
や
子
供
は
な
る
べ

な
く
と
も
一
一
pki--
一
一
償
問
く
外
に
出
な
い
よ
う
に
。
そ
し

市
で
は
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
、

gや
の
ど
に
痛
み
を
感
じ

る
と
、
学
校
な
ど
へ
す
ぐ
連
絡
た
と
き
は
、
回
毎
洗
っ
た
り
、

以

上

す

る

と

共

に

防

災

無

線

で

お

知

う

が

い

を

し

て

く

だ

さ

い

0

・
湿
度
‘
朝
、
六
十
軒
以
上
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
万
一
被
害
に
あ
っ
た
と
き

・
風
速

7
毎
秒
三
れ
未
満
尽
本
や
テ
レ
ビ
一
神
奈
川
で
も
放
は
、
環
境
保
全
課
に
ご
連
絡

@

視

界

六
J
M川
以

下

(

ガ

ス

送

し

ま

す

。

を

。

(

環

境

保

全

課

)

ご
り
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